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櫻田會共同政治研究 

研究報告書（アメリカ調査第 2・3 波） 

 

1. 研究の概要 

本報告書は、共同政治研究によって収集されたアメリカ調査第 2・・3 波のデータ

を用いて、得られた知見を整理したものである。本研究は、アメリカの有権者

6337 人を対象に 2024 年 11 月 2 日から 11 月 5 日までサーベイ調査・（第 2 波）と

アメリカの有権者 4028 人を対象に 2025 年 3 月 6 日から 3 月 18 日までサーベイ

調査（第 3 波）を行なった。 

 

2. 研究成果（第 2 波） 

【反エリート態度】 

本研究は、アメリカ調査第 2 波のデータを用いて行なった、反エリート態度と

陰謀論態度に関する分析の結果について概観する。まず、ジャーナリスト、学者・

専門家、官僚、財界人などのエリートに対する有権者の態度についてである。有

権者の反エリート態度の分析に際して使用した質問項目は、以下である。 

 

① Newspaper and TV journalists are full of biases and don’t serve the general public 

by reporting facts. 

② Academic researchers and experts are detached from ordinary people’s lives and 

don’t understand what’s really happening in this country. 

③ Bureaucrats in government protect the vested interests of some groups and neglect 

the interests of ordinary people. 

④ Business leaders cannot be trusted to act morally and look after ordinary workers or 

customers. 

⑤ Politicians in office quickly lose touch with the concerns and interests of ordinary 

people. 

 

図 1 は、有権者の党派ごとに、エリートに対する態度の分布を図示したもの

である。図 1 を見てみると、アメリカの有権者は政治家に対して強い不信感を

有しており、特に共和党支持者は、ジャーナリストに対して不信感が強いことが

確認できる。 

図 2 は、エリートに対する有権者の態度について、平均を計算し、共和党支持

者と民主党支持者に分けて、その分布を図示したものである。この図 2 による

と、共和党支持者は、平均的に民主党支持者と比較して、エリートに対してネガ

ティブな態度を有していることが見受けられよう。 
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図 1：アメリカにおける有権者の党派ごとの反エリート態度（第 2 波） 

 

 

図 2：共和党支持者と民主党支持者の反エリート態度（第 2 波） 
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【陰謀論態度】 

反エリート態度に加え、陰謀論態度に関しても分析を行なった。有権者の陰謀論

態度を測定するために使用した質問項目は、以下である。 

 

① Corporations are promoting genetically modified foods (GMOs) to consumers 

despite knowing that they are harmful to human health. 

② Vladimir Putin is controlling senior politicians in rival countries like the United 

States using blackmail and bribery. 

③ Unelected government officials, known as the 'Deep State', were working to 

undermine Donald Trump's presidency. 

④ The 2020 election in the United States was stolen from Donald Trump through 

widespread voter fraud. 

⑤ COVID-19 was not a natural disease; it was an intentionally released man-made virus. 

⑥ Some people in the US government knew in advance about the 9/11 attacks in 2001, 

but didn't stop them so they could justify starting wars in the Middle East. 

⑦ Rich elites such as George Soros are secretly working to change the West's 

demographics for their own purposes. 

⑧ Childhood vaccines have been shown to cause autism. 

⑨ The severity of the COVID-19 pandemic was exaggerated to make people accept 

more government control of their lives. 

⑩ We were lied to about the COVID-19 vaccine, which was not what officials claimed 

it was. 

⑪ Joe Biden and his family have enriched themselves through corrupt dealings around 

the world. 

⑫ Western governments and media are lying about the reasons for the war in Ukraine. 

⑬ Russia has been secretly working to influence elections in the United States. 

⑭ The COVID-19 vaccination program was actually a way for powerful elites to inject 

the world's population with a secret, experimental drug. 

 

図 3 は、有権者の党派ごとに、陰謀論態度の分布を図示したものである。この

図 3 によると、有権者は分野やトピックによって異なる程度の陰謀論態度を有

していることが分かる。加えて、有権者の陰謀論態度について、平均を計算し、

共和党支持者と民主党支持者に分けた図 4 を概観する。この図 4 からは、全体

として共和党支持者は、民主党支持者と比べて、高い陰謀論態度を有しているこ

とが分かる。 
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図 3：アメリカにおける有権者の党派ごとの陰謀論態度（第 2 波） 

 

 

図 4：共和党支持者と民主党支持者の陰謀論態度（第 2 波） 
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3. 研究成果（第 3 波） 

本研究は、アメリカ調査第 2 波と同様に、反エリート態度と陰謀論態度に関す

る分析を、アメリカ調査第 3 波のデータを使用して行なった。 

図 5 と図 6 は、反エリート態度に関する分析結果を図示したものである。図 7

と図 8 は、陰謀論態度に関する分析である。これらの図を概観すると、アメリカ

調査第 2 波のデータと同様の傾向が、見受けられることが分かる。 

 

 

図 5：アメリカにおける有権者の党派ごとの反エリート態度（第 3 波） 
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図 6：共和党支持者と民主党支持者の反エリート態度（第 3 波） 

 

 

図 7：アメリカにおける有権者の党派ごとの陰謀論態度（第 3 波） 
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図 8：共和党支持者と民主党支持者の陰謀論態度（第 3 波） 
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